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(57)【要約】

【課題】絨毛膜羊膜炎の発症の予測を容易かつ高精度に

行う。

【解決手段】予測方法は、対象者の絨毛膜羊膜炎の発症

を予測する方法であって、対象者の生体情報として、対

象者の試料から得られた少なくとも１以上の細菌の組成

情報と、対象者の少なくとも１以上の臨床情報とを取得

し、過去に得られた複数の妊婦の生体情報と、当該妊婦

の絨毛膜羊膜炎の発症歴との関係を利用して得られた値

を用いて、対象者の生体情報で特定される所定のマトリ

クスを生成し、マトリクスを用いて、対象者の絨毛膜羊

膜炎の発症を予測する。

【選択図】図１
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